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 3 月 5 日(火)の活動で下安原町にあ

る金沢農業センターの調理場をお借り

して味噌作りを行いました。パッチワ

ークを利用している中村佳那美さんの

お母さんから味噌作りの話をいただき、

ご家族にも声をかけ、この日はパッチ

ワークを利用している全 22 名の他、お

母さん方 6 名、職員 12 名の 40 名が農

業センターに集結することとなりまし

た。 

 年に 1 度あるかないかの全員集合で

す。かなりの大所帯となりましたので、

いつもなら 10 時にみんながパッチワ

ークに集まり、朝の打ち合わせをした

後 10 時半頃からそれぞれ午前の活動

へ行きますが、この日は一工夫。迎え
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 編集人：社会福祉法人 ゆい 

 連絡先：〒920－0955  石川県金沢市土清水3丁目242番地１ 

     TEL・FAX…（076）205－8311  E-mail…patch-work@m3.spacelan.ne.jp  

大豆を機械に投入し、ミンチ状に。みんな集まり大注目！ 

職員 水橋良行 
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のためにでている車 5 台のうち 3 台は

みんなをお迎えし、直接農業センター

へ。残りの 2 台はパッチワークに一度

着いた後に待機していた職員を乗せて

農業センターへ。早く到着した車に乗

っている人から味噌作りを体験してい

くこととなりました。 

 農業センターの調理場は 20 名ほど

なら無理なく入る広さもあり、段差も

なかったため、車いすを利用している

人でも難なく入ることができました。

調理場の隣りには畳のスペースがあり、

ゆっくりと過ごすこともできたため、

一作業終えた人も一休みするのに貴重

な空間として大活躍となりました。畳

にいる人たちで楽しそうに歌を歌って

いるのを聴きながら味噌作りも進行し

ていくこととなりました。 

 さて、これから味噌作りをしていき

ます。帽子、エプロン、手袋を装着し、

準備が整い、最初にしたのは麹をもみ

ほぐすことからです。車いすに乗って

いる人でも手が届くようボウルに移し、

職員と協力してグルグルと手を動かし

てかき混ぜるようにしてほぐしていま

した。そうこうしているうちに、大豆

が蒸されて、部屋にほのかな香りが充

満してきました。良い匂いにたまらず

つまみ食いをしている人もいたようで

す(笑) 

 そして蒸された大豆をうちわであお

いで冷まし、ミンチにしていきます。

ミンチにするのは機械のお仕事ですが、

柄杓を使って機械に大豆を投入しまし

た。「キキキッ」という独特な音と共に、

大豆が練り物状になって機械から排出

され、「おーっ」と驚きと感心の声があ

がりました。それから、ミンチ状の大

豆と麹を練り合わせ(こちらも機械で)、

どことなく味噌の色味がでてきました。

その練り上がった味噌を丸めていきま

す。まるで粘土遊びをしているような

そんな楽しそうな雰囲気も感じられま

した。丸められた味噌を最後に容器に

投げ入れます。「ボスッ」という気持ち

の良い音がなれば成功？！うまく容器

に入らず悔しがっている人もいました。 

 ここまでで作業は終了。10 時前から

集まって開始しましたが、あっという

間に 2 時間以上が経過していました。

見て、触れて、食べて、音や匂いも感

じて五感を大いに感じることができま

した。現在発酵中の味噌の完成は約半

年後。どんな仕上がりになるかドキド

キワクワクしています。みんなで作っ

た味噌が美味しくできあがりますよう

に！！ 

 

 

 

 

最初の工程を引き受けた新保さん。 
麹の感触はいかが！？ 
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3 がつ 5 にち(火)にみそづくりたいけ

んをしました。 

こうじをつぶしたり、だいずをまぜた

り、だいずをうつしかえたりはじめて

たいけんすることができました。 

できたてのだいずをたべることができ

てとてもおいしかったです。おいしい

みそができるのがたのしみです。 

くろだなつみ 

 

 

 

 

 

 

 

○寄附・年会費[2019 年 1～2 月]（順

不同・敬称略） 

坂本信夫、中野春樹、匿名 1 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

〖１〗生の大豆をミンチする機械があ

ったので繊細に凄かったです。 

〖２〗生の麹を大量の食塩で注ぎ、機

械で蒸した蒸温(蒸気)が凄かったです。 

〖３〗蒸温(蒸気)で蒸した麹とミンチ

した大豆を多量分、自ら手捏ね、丸く

して水気を切り、丸落とし壺(バケツ)

の中へ、段々と山重ねの明るい味噌が

できたので、私は本当に凄かったで

す！！         猪又 和仁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アルミ缶回収 

2018 年 4 月～19 年 2 月 

合計回収量・・・    7,439 ㎏ 

合計換金額・・・    829,170 円 

みそ作りを体験し、畔田さんと猪又さんにも感想を書いてもらいました。 

畔田さんは職員と一緒に文を考え、パソコン入力もしました。 

猪又さんは紙に手書きで感想を書いてもらい、職員がパソコン入力しました。 

みそ作り体験の感想 

寄付・年会費 
ありがとう 
ございました。 

アルミ缶回収 
ご協力ありがとう
ございました。 
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昨年の 24 時間テレビ 41 で、全国から

集まった募金を元に福祉車両の寄贈が

ありますが、今回パッチワークが贈呈 

 

 

 

全国からの善意に感謝し、大切に使わ

せていただきます。 

ありがとうございました！ 

先に選ばれました！ 

 

 

 

 

 

 

5 月 18 日(土)～20(月)に

グループホーム建設支援

チャリティ企画、現代国際

巨匠絵画展が金沢別院に

て開催されます。 

皆様のご来場を関係者一

同心よりおまちしており

ます。 

☆☆車が１台増えました☆☆ 
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2 月 16 日(土)にレポート検討会、3

月 1 日(金)、2 日(土)にレポート合宿

が行われました。私は合宿でレポータ

ーとして参加させてもらいました。合

宿での発表は初めてだったので、とて

も緊張しました。 

 私は利用者さんの時間の使い方に関

して書いたのですが、今回のことで得

るものは多かったと思います。施設で

は、集団で行動することが多いのです

が、他の人と折り合いをつけて一緒に

行動するためにはどうしたらよいかと

いう内容でした。合宿には、大阪から

もたくさんの方が参加してくださり、

参加者の中には当事者の方も来てくれ

ています。レポートを書くときは、相

手の行動を振り返り、相手に確認でき

ることは確認します。しかし、確認が

きちんとできず、推測になってしまう

こともあります。発表することで、当

事者やそのご家族の話を聞くことがで

きて、自分はこういう風に考えていた

けれど、こうだったのかもしれないと、

別の考えも浮かび、もう一度きちんと

確認しようという気持ちになりました。

折り合いをつけるということは、お互

いが尊重し合わないとできないことだ

と思います。その為にも、相手のこと

を知るということが重要だと気づきま

した。普段、こちらが「こうだろう」

と考えて動いてしまうことがあるので

すが、言葉でコミュニケーションが取

れる場合はきちんと伝える。できない

時は、どうしたらお互いの思いが通じ

るかを考えようと思いました。 

 レポートの内容は利用者さんの時間

の使い方でしたが、今回パッチワーク

の職員でも初めて司会を任された人が

いました。司会は時間をコントロール

しなければいけないので、大変だった

と思います。話が盛り上がると時間が

押してしまうこともあります。時間を

意識してきちんと守るということを再

認識しないといけないと思いました。 

 レポート検討会、合宿は普段の活動

を振り返るいい機会であるとともに、

自分や事業所としての考えを改める場

にもなり、本当に貴重な場だと思いま

す。自分の至らない点もでてくるので、

苦しいこともありますが、それを見つ

め受け止めることで成長できることも

あると思います。今回、レポーターと

して参加できたことは本当にありがた

いことだった思います。学んだことを

活かして、これからの日々の活動や関

りを充実したものにできるよう頑張っ

ていきたいと思います。 

 

レポーターに

なってみて 

職員 岡崎 佳奈 
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2018 年度が終わろうとしています。

あっという間だったような、長かった

ようなと、毎年同じような事を思って

いるような気がします。 

この 1 年を振り返ってみますと、パ

ッチワークで過ごしている我々にとっ

て大きな変化があったのか、なかった

のか、どちらとも言えそうです。 

人の動きはかなりありました。冨悠

河（とみゆうが）さんが利用を 4 月か

ら開始。当初の定員である 22人目の利

用者になりました。また、6 月に施設

長が西村誠次郎さんから私能川晃一に

代わり、しばらく能川がサービス管理

責任者を兼務していましたが、資格取

得にともなって 10 月より岡崎佳奈さ

んがサービス管理責任者になりました。 

また、6 月に理事長を務めていただ

いていた野田龍三さんと、同じく理事

の小杉孝志さんが退任され、また、施

設長交代に伴って西村さんも退任する

事になりましたので、新理事長に林田

孝一さん、新理事として徳田茂さんと

私能川が就任することとなりました。 

かなり大きな変化とも言えますが、

日中の活動に関わる職員の退職（西村

さん含めて）が今年度は一人もいなか

ったので、現場では特に混乱は見られ

ませんでした。 

活動としては、社会福祉法人ひびき

「つながりの家」へ陶芸の交流に何度

か行きました。これまでパッチワーク

の方へは主に物品販売で訪ねてこられ

ていたのですが、パッチワークの方か

ら訪ねていくのはほぼ初めてでした。

陶芸そのものより交流の方を楽しみに

している人もいます。石川県障害者ス

ポーツ協会さんにも仲介していただい

てスポーツ交流の予定があったのです

が、急きょ優先しなければならない事

業が出来たという事で今年度は保留と

なっています。 

 

 

 

また、昨年度から引き続いての目標

として公共交通機関での移動がありま

す。今年度はバスで武蔵が辻などに遊

びに行った事に加え、電車で野々市駅

から小松駅まで往復しました。実際に

バスや電車に乗ってみると我々もそう

視線の先には 
「つながりの家」の人が…？ 

施設長 能川晃一 

Ⅰ年を 

振り返って 
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ですが、受け入れ側も慣れていないと

いう事に気づくことができました。シ

ステム上は受け入れる準備が出来てい

るのですが、実際の経験が少ないので、

現場で多少の混乱がある時がありまし

た。全員実施できなかった事と利用の

頻度を上げる事が引き続き来年度の課

題となりました。 

 

 

 

また、利用者の家族も何名か参加し

て味噌作りの活動を行いました。詳し

くはこの号に掲載されている水橋さん

の記事をご覧ください。出来上がるま

で半年以上かかる活動ですが、最終的

には毎年参加させていただいている崎

浦公民館のバザーに出品できれば嬉し

いなと思います。 

法人としてはグループホーム建設の

機運が高まってきている 1 年でした。

理事を交えて家族との話し合いが何度

か持たれました。まだまだ先が見えま

せんが、少しずつでも前進しているの

ではないかと思います。5 月には建設

の支援のための絵画展が開催されます

ので、その時はご協力、ご来場のほど

よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

〈行事、研修、その他〉1～2月 

★家族の会…1月 21日(月) 

★ﾚﾎﾟｰﾄ検討会…2月 16日(土) 

★ｻｰﾋﾞｽ管理責任者等現任研修…2 月

19日(火) 

★利用者個別支援計画基礎研修…2 月

26・27日 

 

〈パッチワークでの活動〉 

★北陸医療サポートでの掃除のアルバ

イト 

2月 18日 

★金沢大学交流(学食) 

1 月 9・16・23・30 日 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

  ボランティア [2019 年 1～2 月 ]     

なし 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
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富山県富山市今泉 312番地 

定価 50円 
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駅員さんたくさん集まってきた… 

おもなできごと 

あたたかくなって 

きましたね。 

今年はこたつをいつ 

片づけようかな… 

編集後記 

増谷 


